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稲鍵
隆

初
期
段
階
で
発
見

鹿
児
島
大
学
発
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
、
ス
デ
ィ
ッ
ク
ス

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
（鹿
児
島
市
、

隅
田
泰
生
社
長
）
は
唾
液
か

ら
エ
イ
、ズ
ウ
イ
ル
ス

（Ｈ
Ｉ

Ｖ
）
を
検
出
す
る
手
法
を
開

発
し
た
。
唾
液
１０
、い
脳
に
ワ

イ
ル
ス
■
粒
子
と
い
う
低
濃

度
で
も
検
知
で
き
る
た
め
、

ご
く
少
量
で
初
期
感
染
を
発

見
で
き
る
。
今
後
、
鹿
児
島

大
学
病
院
な
ど
と
実
証
実
験

を
行
い
、
新
た
な
診
断
法
と

し
て
来
年
度
の
実
用
化
を
目

指
す
。

と
卜
細
胞
の
表
面
は
糖
が

つ
な
が
っ
た
糖
鎖
で
覆
わ
れ

て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
こ
の

糖
鎖
に
吸
着
し
（
細
抱
内
に

入
り
込
む
。

同
社
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
結
合
性

の
強
い
婿
鎖
を
２０

ノ
ナ
肝
の
金

粒
子
に
固
定
化
し
た
糖
鎖
固

定
化
金
ナ
ノ
粒
子

（Ｓ
Ｇ
Ｎ

Ｐ
）
を
開
発
０
こ
れ
を
唾
液

と
混
合
し
た
後
、
独
自
開
発

し
た
遠
心
分
離
機
で
吸
着
し

た
Ｓ
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
濃
縮
、
分
離

す
る
。
検
査
結
果
は
最
速
３０

分
程
度
で
判
明
す
る
と
い

う
。
検
査

―
費
用
は
１
検
体
当

た
り
３
千
～
５
千
円
を
予
想

し
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
血
液
中
の
抗
体

検
査
で
確
認
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
は
感
染
し
て
か
ら
３

カ
月
程
度
た
た
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
。

同
社
の
方
式
な
ろ
、
ご
く
初

期
で
判
明
す
る
う
え
、
唾
液

を
採
取
す
れ
ば
済
む
た
め
痛

み
も
な
く
、
患
者
の
検
査

へ

の
抵
抗
感
を
低
減
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

ス
デ
ィ
ッ
ク
ス
バ
イ
オ
テ

ッ
ク
は
鹿
児
島
大
学
大
学
院

教
授
の
隅
田
社
長
が
２
つ
０

６
年
に
設
立
し
た
。
独
自
開

発
し
た
金
ナ
ノ
粒
子
を
使

っ

た
た
ん
ぱ
く
質
の
解
析
な
ど

を
手
掛
け
て
お
り
（
０９
年
に

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
を
超
高
感
度
で
検
知
す
る

手
法
を
開
発
し
て
い
る
。
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